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な
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追
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憊
せ
：し
め
ん
こ
と
を
欲
す
る
の
觀
が
あ
る
.。
眞
激
は
特
に
、;-
例
外
と
留
保
と
修
正
と
に
取
り
亂
ま
れ
、
總
べ
'て

の

單

.純 

に
1
‘てi

般
的
な
る
總
念
を
拒
否
す
る
が
如
く
に
見
え
る
。
而
し
て
、
、
斯
く
の
如
き
不
斷
の
多
籁
相
の
唯
中
に
於
い
て
'眞
理
は
探
求
せ 

ら
れ
又
捕
捉
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
^

^1

國
に
於
い
て
自
.' ^
法
に
よ
つ
て
命
ぜ
ら
れ
た
觀
の
あ
る
穀
物
立
法
は
是
れ
よ
り
も
地
味
劣 

り
、
地
位
興
な
り
、
‘
而
し
て
相
反
す
る
風
習
に
よ
つ
て
支
配
せ
ら
る
、
他
の
地
方
に
於
い
て
<は
，あ

‘ら

ゆ

る

も

の

を

混

亂

せ

し

め

る

こ

と 

と
^

る

で

あ

ら

う

。

然

し

、，な

が

ら

、

ネ

ッ

ケ

ル

を

以

つ

•て
觀
れ
ば
、
，，殼
物
取
引
に
適
用
せ
ら
れ
得
る
絕
好
の
制
度
を
選
擇
す
る
こ
と
を 

困

，難

な

ら

し

め
.る
も
の
は
唯
り
是
れ
等
の
政
治
的
相
反
の
み
で
•は
な
.い
。「

社
會
の
內
部
に
一
瞥
を
加
へ
よ
、
然
ら
ば
、
此
の
重
要
な
る 

對
象
を
全
然
別
箇
の
態
度
を
以
づ
て
眺
め
る
之
れ
を
權
成
す
る
あ
ら
ゆ
る
別
箇
，の
階
級
を
見
る
可
き
で
あ
る
。
蓋
•し
、
人
々
の
注
意
は 

玄
配
の
下
に
立
つ
も
の
•で
あ
り
、
而
し
て
彼
れ
等
が
故
.#
に
不
JK
で
な
い
場
合
に
於
い
て
す
ら
、、
殆
ん
ど
常
に
其
の
.利
害
に
よ

つ
て
決
：̂
,せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
--
-
0地
主
は
其
の
.注
意
.の
成
艰
と
彼
れ
に
屬
す
る
土
地
<0
*
康
物
以
外
の
何
物
を
も
小
麥
に
於
い
て
認
め

• 

、
 

.

.

. 

.-•
>.•
«.
 
.

 *

 

■

 

... 

.

.

.

 

(

る
&
と
な
く
、‘
彼
れ
は
彼
れ
の
•他
の
所
得
を
處
分
す
る
と
同j

の
方
法
に
於
，い
て
之
れ
を
處
分
す
る
で
あ
ら
う
。
，商
人
は
單
に
賣
賈
す 

る
商
M
iと
し
て
の
み
這
舷
の
貨
物
を
考
察
す
る
、、
.彼
れ
は
.其
の
利
益
の
導
く
が
儘
に
自
由
^
之
れ
を
購
ひ
又
之
れ
を
再
賣
す
る
で
あ
ら 

う
。
彼
れ
は
其
の
流
通
が
商
業
の一

般
法
規
に
從
ふ
可
き
こ
と
を
要
求
す
る
で
あ
ら
う
。
庶
民
は
、深
く
考
へ
，る
こ
と
は
.な
い
が
、
而
も
、 

彼

れ

摩

の

本

能

に

敎

べ

，ら

れ

"
彼
れ
等
の
欲
望
に
指
導
せ
ら
れ
て
、

小
麥
を
乳
の
生
存
に
必
要
な
る
要
素
と
觀
る
o‘
彼
れ
等
は
地
上
に 

在
る
も
の
セ
あ
る
°
彼
れ
等
ば
生
.き
，ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
0
彼
れ
等
は
其
の
勞
働
に
よ
つ
て
彼
れ
等
の
坐
存
の
資
を
獲
得
せ
ん
こ
と 

を
欲
す
る
。
彼
れ
等
は
そ
を
彼
れ
等
|

證
す
る
底
の
法
律
及
び
規
制
を
H

。
是
れ
等
i

f

人
々
は
彼
れ
等
の
權
利
を
防 

杏
版
總
濟
書
解
題 

-

,

\

;

'

k

1

c

r

l-5
;

1；'.5.
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ハ
べ
：
.
：
：
:
診

 

で

：
パ.
G

V:
■

入
 

«
す

る

漱

鋳

め

：

に

名

^
呼

：び

本

ズ̂

;

«生
：は

財

產̂

(
i'c
r
i
d
,
, 

p. 4
-
6
0
0

立
法
者
は
斯
く
の
如
き
利
窖
、
源
理
及
び
意
見
の
絕
ぇ
.ざ
る
.辙
突
の
裡
に
在
つ
て
眞
理
を
求
め
か
.げ
れ
ば
な
ら
ぬ
0 

(ibid, 

p. 

M
o
p 

.

,

ネ
ッ
ケ
ル
は
先
づ「

穀
物
の
輸
出
に
就
W

て
し̂

ず
る
其
の
著
第
ー
部
罾
ー
章
に
於
い
て「

如

何

な

る

關

双

の

下

に

於

い

の
_

.
出
を
檢
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
.か」

を
論
卞
る
。
經
濟
學
者
等
は
永
續
的
法
律
に
ょ
つ
て
佛
蘭
西
に
於
い
て
苷
也
輸
出
を
許
可
す
る
を
；
 

以
つ
て
便
宜
と
做
す
の
點
に
於
い
て
，何
等g

疑
惑
を
も
示
す
こ
と
が
な
い
。
彼
れ
等
は
總
べ
て
最
も
神
聖
な
る
權
利
の
名
に
於
い
て
違 

一：：般
：：

の
_

_
尊
_
す
1 :
、
：
彼

取

等

は

：農

業

€
:獎
勵
並
_
麵

べ

^

ゆ
最
^'
貴
重
：.
る
_
會
¥

^

存
•せ
し
^
る
0
:
;
此
'の
；
«

^

係
亦
於
い
て
之
れ
を
考
察
し
贫
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
社
會
制
度
は
何
等
他
の
截
礎
を
有
す
る
こ
と
を
得
な
い
。一

國
民
の
爲
め
に
作
ら
れ
- 

た
あ
ら4

る
法
律
は
須
务
く
. 一

般
的
福
利
に
其
の
.极
源
を
求
む
可
き
で
あ
る
。(ibid., 

p. 

1
1
-
1
2
,
'
/

一.國
の
繁
榮
は
何
に
存
す
る
か
f 

，此
の
li
t
に
唯
一
の
社
#
の
み
が
存
し
た
と
し
た
な
ら
ば
、國
家
の
繁
榮
並
び
に
其
の
成
員
の
最
大
宰
福
は
同
義
語
で
あ
づ
た
で
あ
ら
ぅ
。

_
 

ぐ
^
し
.幾
满

淹

ヲ

利

唐

及

一

M

#
に
_

れ̂
分

徵

；ぜ

名

蕕

ズ
^
务
_
ぎ
^

顧
慮
す
•
る
の
念
に
加
ふ
る
に
之
れ
を
保
存
す
る
に
必
要
な
を
注
意
を
以
つ
て
せ
し
め
た
o

'

是
に
於
い
て
乎
、

1

國

の

、
繁

案

は

必

.

然
幸
福
.. 

と
强
カ

q

結
合
花
依
存
す
る
に
至
つ
た
。
幸
福
の
願
望
は
唯
り
秩
序
、
芷
義
及
び
公
平
.

の
單
純
な
る
觀
念
を
要
求
し
た
に
過
ぎ
な
か
つ
:'
.. 

':
'%
■

强
ガ： €

要
求
戏
和
次
^

で
_

:

ぺ」

て
.
，
の

政

治

的

紘

奪

_

_

_

3

氣

舞
.

：
而

レ̂̂
 ̂

て

撕>
:
:
.商
業
及
邻
ヱ
業
等
.

の
如
き
萁
の
'
:宰
福
春
の
關
修
ぬ
於
^

て
ほ
.
帷
妒
得
#

_

手

：な

.
る

狹

め
ほ >:;

公

權

カ

名

の_

w
rc
集

い
'

H

は

政

府

：

g:

取
^
調

悴

及

び

.取

尊
 

雙

、
；.社
會

に
«
つ
^

_ス
哽

ら

车

る

是

れ
.等
.ゆ 

へ
も̂

で

較

攻

タ

：
專-
.君

奪
0
:大
.障

味

强

カ

め

み

爸

_
.
穴
 

東

の
■
何

物

を

：
%
要

求

ず

：る.：こ
'
ど

尨<:
:
、

他

ば

總

：ぺ

む
«:
:防

觀

の

承1

致
命
的
誤
_
に
陷
る
こ
と
な
き
を
期
す
る
。
彼
れ
，は
彼
れ
が
幸
福
の
爲
め
に
逑
立
す
る
堂
宇
を
カ
'に
ょ
つ
て
支
持
す
る
。
0

|.「
?
.
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•
”
'
_
ッ
^
ル
：
；
は

、
：當

と

人

は

：

^
ゆ

ガ

め̂
^
^

(

i

b

f

p. 

2
1
0
0
、.

彼
れ
は
富
取
®

_
に
對
し
て
荷
す
る
關
係
と
人
口
が
幸
賴
に
對
し
で
荷
す
る
關
係
と
を
論
疋
、
<
i
b
i
d
.
,

;:
&
:
a'?
:
.
¥

；

て

食

料

の

；
为

部

分

■?
:
.
供

せ

知

れ

あ

國

家

が

存

じ

：：
て
；：は

^
る
.が

丨

而.̂;
:
、
：.大
酿
は
_

6
に
屬
ず
る
敗
-
な̂
各
‘資
贩
#
炎
栗
>
女
る
旨
を
述 

ベ
る
。
大
國
に
在
つ
て
は
、
人
べ
は
其
の
國
土
自
身
に
ょ
つ
て
生
鹿
せ
ら
れ
石
生
#
资
.料
に
比
例
す
る
の
外
は
增
加
：じ
且
つ
永
續
す
る 

.を

得
:^
る
^.
の
^
ぁ

る
.
0
:
,
斯

く

ぜ.農

業

は

嫌

蘭

西
.の
如
^;
虫

國
^
_

つ

せ 

:ic
f
要

辣

る

第

U
:

の

事

情

は'

_

.の

如

く1>
や

ふ
0

^

に
：使

：用

：せ

ら

机

■
げ
.れ
：ば
な
ち
：ぬ
^
一
 

ふ
こ
.と
：で
ぁ
る

で

：多
<:
.の
：小
麥
§:
:
:生
&
而
、1>
ホ
.其
：の
或
る
^
の
：を
■絕
ぇ
t
外
國
人
に
マ 

W
る
國
は
不
演
.垒
.每

る

人

ロ

を

有

ず

可

ぎ

：
で
：ぁ

ら

ぅ

0
:斷
じ
ザ
何
奪
：の
/1
>
:
:
觀
を
^
外
國
人
.に 

^

A
:<
そ
,̂
迄
れ
を
：賣
芩
こ：

と
が
出
來
名
发
吐
多
く
を
生
：產
皞
し
^る

：：；

y
-i
:

ら
ぅ
。
斯
ぐ
て
、
ネ
ッ
ホ
.ル
•
•は
穀
物
の
輸
出
が
一
，風
の
人
口
の
'主
要
な
る
衆
紙
の
上
に
如
何
な
る
影
響
を
及
#
す
加
^
硏
究
し
ょ
ぅ
と
■:

'
;;
:
ぐ

' 
輪

 ̂

へ
.
.
.
'
'マ
 

A

v';
;.
.
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:

グ
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-
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す
る
。(ibid,,, p. 

3
^
3
4
0
0 

-
- 

-

、

彼
れ
は
恒
久
的
殼
物
輸
出
の
自
屮
が
、
啻
だ
.に
佛
蘭
西
に
於
け
る
禮
業
の
‘進

步

，
に

取0
"て
必
要
で
な
い
：は
か
り
で
扠
く
、
却
っ
て
有
‘、
 

.害
な
る
こ
と
す
ら
あ
^
得
る
も
の
で
あ
る
と
觀
た
。
‘ 

(ibid,,'chap: 

f 

彼
れ
を
以
つ
イ
觀
れ
ば
、
最
火
可
能
な
る
耕
作
の
水
準 

ま
で
人
口
を
增
加
せ
し
心
る
が
爲
め
に
は
、
其
の
國
が
諸
職
業
.
技
術
及
び
製
造
業
を
以
つ
て
滿
さ
る
‘可
き
こ
と
が
絕
對
に
、必
要
で
あ 

る
。(ib'id:, 

p
.

‘
4
9
0
-0
而
し
て
、
穀
物
輸
出
の
恒
久
的
隹
屮
は
製
造
業
を
損
傷
す
る
。(ibi

r-chapv 

x
vr
;

o
彼
れ
は
穀
物
輸
出
‘の
恒

生
#
■
ぎ
：紘
_

論
^

_

_の
馨
久
_

へ
贫
_
の
儕
_

數
饊
,
歡
«:
1
、ー_

_

_

_

:

0

_

_

*

_

價
格
3
炎

欢

孙

國

養

^
對
聲
る
_
係

.$
:

^

彼
れ
は
更
ら
k:
進
ん
で
、’
小
麥
'の
所
有
者
の
利
益
と
農
業
に
取
つ
て
必
要
な
る
獎
勵
と
の
間
の
差
別
を
論
じ
パ
ぽ
芦chap, 

x
x
.
y

 

小
麥
.の
價
格
の 

一
^
的
騰
貴
が
製
造
業
に
•取
っ
て
茜
だ
^,
害
で
^
り
、
ハibid. 

cbap: 

XXI.) 、

又
、

■#
數
の
國
民
：̂

造
業
者
は
其
の
\ 

工
作
"§

の
價
格
が
恰
好
な
，各
を
得
る
が
爲
め
芯
生
存
資
料
'の
恰
好
'な
る
惯
格
に
關
心
を
有
す
る
こ
と
が
大
で
あ

り

、

從
っ
て
穀
物
の
恒 

久
的
高
價
は
其
の
隞
民
に
ょ
っ
r
使
用
せ
ら
る
可
食
製
造
品
に
取
っ
て
不
科
で
'あ
っV

,、

吾
人
が
外
國
ょ
り
工
業
製
品
を
購
入
す
る
時 

に
は
、
常
に
國
民
的
繁
榮
を
犠
牲
と
I
て
外
國
の
人
口
及
び
.富
を
增
加
す
る
こ
と
、
な
る
と
說
く
。(

g

fp. 

1
2S

2

0
O 

w
$ 

出
の
永
锫
的
自
由
は
國
岚
的
製
，造
品
の
外
國
贸
易
を
損
傷
す
る
。
道
般
の
質
易
は
小
麥
の
其
れ
に
優
越
す
る
。
‘薪
者
は
、
外
國
人
に
對 

v

し
右
_

»

_紀
^ ;
石
觀
品
^
齓
_

_
驗

&
衡
痕
^
^:
-#'
成
_
ぢ
れ
_

こ
：超
が 

人
.ロ
を
增
加
す
2»
.に
資
す
る
も
の
と
觀
る
。cibid." 

P
.
.
1
3
9
0
0

然
V
猶
ほ
幾
多
の
^
者
は
、
小
麥
の
販
寶
が
一
國
に
取
っ
て
最
も
荷 

利
で
あ
るjg

と
を
キ
：張
す
る
。
人
々
が
斯
ぐ
の
如
く
思
惟
す
る
は
、
’.彼
れ
等
が 

一
S-
の
人
n
に
關
與
す
る
こ
.と
な
く
、
.其
の
富
に
關
與 

す
る
が
爲
め
で
は
あ
る
ま
，い
か
。
ネ
ッ
.ケ
ル
铽
此
の
後
の
見
地
を
.以
っ
て
し
て
も
"
製
造
品
の
貿
易
が
等
し
く
最
も
便
宜
な
る
所
以
を

容
易
に
證
明
す
る
を
得
る
も
の
と
考
ん
！
る
。(ibid., P

.

1
4
0
.
}

'0
, 

'

「

：;.
.ソ
次

い

で

、
，

*

:'
#
_

遨

物

輸

出0

^
油
を
^

^

‘说
先
づ
這
般
の
問
題
を
其
の
人
間
の
本
，性
に
對
し
て
有
す
る
關
係
に
淤
い
，て
檢
射
す
.る
。‘(ibid., 

chap. 

I

.

w

o貧
觅
が
l
物
の
價 

格
騰
貴
し
、
其
の
生
活
を
：个
安
定
な
ら
し
む
る
を
]1
1
る
の
時
> 
如
何
に
し
て
、
彼
れ
が
輸
饥
に
，對
し
、，
若
し
く
は
彼
れ
が
其
の
不
幸
と 

其
の
不
{女
の
■寶
を
歸
せ
し
む
可
き
或
る
一
定
のM

法
に
對
し
て
叛
起
す
る
こ
と
な
き
を
得
る
か
。

(ibid 
く p. 

1
5
2
-0
著

^

は
庶

民

 

.(？
s
p
,
l
e
)

な
る
語
に
定
義
し
、
其
の
闽
窮
.の
泉
源
を
探
り
、
：而
し
て
穀
物
.に
關
す
る
法
律
が
其
の
運
命
を
緩
和
t
得
る
.殆
^

U .

唯
一
の

の
と
な
し
、
而
し
て
穀
物
輸
出
に
關
聯
し
て
財
鹿
の
諸
權
利
並
び
ぬ
自
山
の
諸
權
利
を
論
じ
，、
：(ibid,, 

chap. xxvf, 

ixvii ,)、

經

濟

學、 

に•於け
る
無
限
の
愛
と
禁

lh
:に
對
す
.
A過
度
の
憎
惡
と
を
以
つ
，て
人
間
の
幼
.年
期
に
發
す
る
も
の
と
な
し
た
o (ibid., p. 

l
.
oo
o
。

察
し
、
頌
¥

に
藝
す
^
愼
©
な
る
^
備
以
上
に
或
.る
一
定
の
.明
か
な
.る
餘
剩
が
存
す
る
の
時
、
小
麥
の
如
孝
可
成
b
M-
か
に
腐
り
^
い 

物
品
め
輸
出
1
停
止
す
る
.は
朽
廳
し
易
v>
貨
物
が
永
續
的
貨
物
即
ち
貨
幣
に
轉
換
せ
ら
る
、
.こ
と
I

ぐ
る
も
の
で
あ
る
^
な
し
、
穀 

物
問
題
に
關
す
る
兩
極
端
論
の
中
道
を
求
.め
ん
と
し
た
。(ibid , 

p. 

1
S
-
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第lj

部
に
於
い
で
、
ネ
ッ
ケ
ル
は
王
，國
内
に
於
け
.る
穀
物
交
易
を
論
じ
、
先
づ
灼
國
榖
# ;
商
業
に
於
け
る
絕
對
的
自
由
の
刹
益
及
び 

不
利
益
よ
り
始
め
て
、(

g

f
 Seconde 

parte” chap; 

r
,
/

, '

.小
麥
交
易
，に
於
け
る
商
人
の
介
在
於
消
費
^

の
取
引
し
な
け
れ
ば
な

、ら
■
.
達

; ^
*
蛋

_

悲

_

_

_蒙

貌

：̂

^

_
醫

_
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簾
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'物
を
し
て
よ
^
高
愤
な
ち
し
む
る
く
と
を
カ
說
し
、
o'bidv 

chap., 

i
p 

iv .)、

而
し
て
、
商
人
等
が
穀
物
の
國
內
商
業
に
於
w
て
如 

何
に
彼
れ
.等
の
カ
を
恧
用
し
得
る
か
を
論
ず
る
。(

icr
i
f chap. 

v
.

)

o
_ 

/ 

.

)

:'
,
:'
.
:
本
«
歡
1
1
;
.
部
»
礙
:*
.て
3
縠
_
輸
出
：の
_

»
觀
^
 

r
;u
!'
,
v而
し
：
;«
衡
_
麵

に

，
於

を

て
;1
:
國

内

祀

，於

坎

V-. 

- 
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.
‘
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.
,
.

者
は
、
趣
を
改
め
て
、.
第
三
部
に
於
い
て
、
自

F1
1
を
擁
護
し
若
し
く
は
之
れ
を
排
す
る
f

ゆ
る
絶
對
の
法
靴
は
國
家
の
.福
利
に
反
す 

■;
«

の
觀
»
务
を
«:
''
>
.滅
久
助
法
_
に
よ
：
^

變
«
せ
あ
れ
な
呔
れ
«
教
ら
ね
；難

£

:

_に
;^
1
齒
ぜ
_

--
>
;本
利
益
.を
祿

大
な
る
缺
陷
を
.囘
避
す
る
を
.以
.つ
て
滿
足
.し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
を
硏
究
せ
ん
と
す
名
。(ibid. 

T
o
m
e

 

II, 

p.. .1-2.)

o
' 

,

:-
:
ー
彼
れ
は
先
.づ
_
物
が
篇
_
:に
_
用
3
得
：る

.«
疆

_
東
ふ
：修
_

ぢ
論
^'
—

出
せ
ら
^

x數
避
及
び
#

^
に
關
す
る
規
迄
.
.穀
物
輸
出
に
對
す
る
課
税
並
び
に
之
れ
に
對
し
て
與
へ
ら
れ
る
獎
勵
金
に
戟
い
て
論
じ
、 

(ibid., 

C
h
a
p
u

v-
V
F

)

、

次
い
で
、
_
內
商
業
の
自
出
に
適
用
せ
ら
れ
得
る
著
明
な
る
修
正
に
栘
り
、
之
れ
に
關
す
る
古
法
を
檢
討
し
、 

而
し
て
特
.に
一
市
場
に
於
け
る
の
外
如
何
な
る
場
所
に
於
い
て
も
滕
人
す
る
を
禁
止
す
る
の
^
:に
就
い
て
論
じ
、
诞
ら
に
何
等
一
定
の 

.
:原
理
.激
忒
^
韻

：：1
;̂
;の
爾
場
に
_
:
:靈の
.：日
：忆
龄
炎
^

し§
^
交
退
忙
興
:̂
る
«
制

；を

遍

く

諸

州
^
委

爾

备

？
：利
1

觀

胸

め

：
勘_
:$
:
.
'
決

棄

ず%.
办

餘

先

、
：
#
物

交

每。
^̂

^

”
.
.
：
：
#

:̂
獎

勵

金

”

穀

物
^
曝C

流
.

通
：：

に

魯
.
,务

れ

，解

基*
働

金
^

に
關
す
る
諸
法
を
年
々
.肘
究
す
る
常
遛
評
議
龠
の
設
立
を
論
卞
る
。cibi

f*chap. I
x
v
i
o
。

.

穀
.物
の
：■
出
を
禁
匕
若
1>
<'
.は
許
す
永
續
的
法
規
ゆ
輯
る
危
險
為
る
却
考
で
あ
る
!0
_
內
的
自
由
は
.撖
タ
な
.る
刹 

. 

而
も
励
。
ず
作
ば
大
备
贫
權
用
祀
陷
り
勝
ち
で
^
る
”
以
上
列
擧
^
た
改
龙
^

^
べ
^
は

に
不
完
金
な
る
救
.
濟
を
與
へ
る
に
過
ぎ
な
い
？
锿
华
新
法
を
通
過
す
る
は
人
叫
の
本
性
と
不
邓
離
な
る
過
誤
に
吾
人
を
曝
す
も
の
で
ぁ 

る
。
然
ら
ば
.
吾
人
は
如
何
な
る
方
法
に
從
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
。
.
完
全
な
る
^

の
がj

も
.
存
ず
る
こ
と
な
き
は
麵
认
の
な
い
所
で
. 

.

ぁ
る
：o
;

l m
b

^

: M
<

( D
^ n
^

t

r

^
(o
i

v

>

^

@

^

^^̂
 ̂

然
. 

-,

し
た
: ^

ら
、
2

^

危
險
な
る
罪
過
を
防
止
!1
.
.
、
：最
大
多
數
の
：不
利
益
，を
_

避
¥

可
き
永
續
的
法
制
、.
之
れ
を
耍
.
す
る
：に
、
例
.
外
と
能
、
 

:

■.

ふ
眼
り
聚
も
優
秀
なX

#

政
の
手
腕
と
を
要
求
す
可
き
永
續
的
法
制
が
採
用
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
o

.

. Q
b

i

d
,ん

:

:

.
,斯

く

：
て

、

、
不
：
ッ

が

ル

)

ば
、
：.毂
粉
の
み
唯
り
輸
m
せ
ら
る
^
を
許
容

菩

き

こ

と

，
小
麥
が
輸
州
の
場
所
に
於
：け
'る
相
次
げ
る 
一

TS
場 

に
於
い
て
ニ
.
セ
チ
エ.(septier..

百
五
十
六
.リ
ッ
：ト
ル
の
榖
量〕

一
一
十
リ
ヴ
_ル
若
し
く
は
* :
の
以
卞
に
下
落
す
る
際
に
の
.み
.
唯

れ

輸

出

を
 

:

「

許

キ

る
«1
;
き

こ
^
、
：；
這

般

：の

法

規

は

單

に

十

年

即

の

；：み

#:
:續
す
可
き
と
：去

、」

^

る
準
備
の
游
す
可
き
を
命
ず
可
き
で
と
、
總
べ
て
の
琪
愦
の
下
に
於
い
て
外
國
ょ
り
輸
入
せ
ら
れ
た
小
麥
の
輸
m

l
許
す
可
き
こ
と
を 

主
張
し
た
、(

i
'
s
d
, 

p, 

ss:)o 

■
■ 

. 

. 

. 

. 

■ 

.

次
い
で
>
齔
れ
は
|
剩
ぞ
其
の
必
耍
と
せ
ら
.る
、
場
所
に
輸
送
す
る
は
絕
澍
に
必
耍
友
る
流
通
で
ぁ
り
、
、純
然
た
る
，投
擞
者
に
ょ
つ 

て
对
は
れ
而
し
て
何
等
特
殊
の
場
所
に
赴
く
可
き
と
と
を
定
め
ら
れ
て
ゐ
な
い
穀
物
‘の
購
入
も
、
小
麥
の
價
格
が
低
廉
な
る
際
に
は
、 

へ
等
^:
く
社
會
#
阢
&
な

る

ヒ

.^
迤
名
可
章
^
<
'高
價
時
！に
於
い
：て
は 

の
原
理
：の
上
：
 

に
、
其
の
國
内
交
站
に
關
す
る
所
論
を
進
め
る
0.
^

^

.
,
?

121-'1220

/°
彼
れ
は
觅
ら
に
、
價
格
の
年
導
を
企
圖
す
る
.の
_必
要
、
市 

:'
_
秘
*
:食
料
品
.：の
辆
芝
：若
^:
'
く
は
.價
_
騰
歡
、
：#:
:撕
の
：
-#
,
ネ
，
：る
«;
:
戒
、
驗

,

十11
版
經
濟
雜
斛
妞 

く 

三

七

2

弓
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並
び
に
穀
物
砂
問
題
及
ガ
經
濟
學
一
般
を
硏
究
才
る
の
態
度
^

就
い
て
論
ず
る
。
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v
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.
彼
れ
は
興
の
結
論
K
於
い
て
•日
く
、「

統
治
.ず
る
者
ば
.
人
間
の
最
大
多
數
部
汾
が
諸
法
の
構
成
祝
召
*
せ
ら
.れ
な
か
つ
た
こ
と
、
不 

斷
の
勞
働
を
餘
傣
な
く
せ
ら
れ
て
.、
彼
れ
、等
は
苗
ら
弘
布
す
る
知
識
に
與
る
匕
と
を
得
な
い
こ
と
、
版
く
て
，、
彼
れ
.皆
の
_軟
弱
と
彼
れ 

,等
丨
の
無
吿
の
狀
態
と
は
，絕
ぇ
卞
御
身
等
の
保
護
を
要
求
す
る
こ
.と
を
斷
じ
.て
忘
’
て
は
.な
ら
ぬ
。
大
地
の
化
貨
の
配
分
を
有
す
る
漭
は 

御
身
等
が
ら
唯
り
自
甶
と
：止
義
と
5:
-
求
め
る
で
.あ
ら
ぅ
。
何
物
を
も
有
す
る
，

U

と
の
な
い
も
の
は
、
御
身
等
の
仁
愛
御
身
^
の
慈
悲 

マ
言
に
し
て
盡
せ
ば
、治
安
法G

o
i
x

 

politiques)

が
彼
れ
等
の
.爲
め
に
財
糜
の
力
を
緩
和
す
る
こ
と
あ
る
可
き
を
^

要

と

す

る

.。

而

し 

て
、
純
然
た
る
必
要
品
は
彼
れ
等
の
唯「

の
財
で
あ
る
か
ら
、
.之
れ
を
，取
得
す
る
、の
心
勞
が
彼
れ
等
の
唯
广
の
思
念
で
あ
名
。
•御
身
等 

が
彼
^
等5

福
利
と
彼
れ
等
の
安
寧
と
を
最
も
よ
く
進
め
る
こ
.と
を
得
•る
は
、
特
に
、
穀
物
に
關
す
る
賢
明
な
る
法
制
に
よ
つ
.て
で
，あ
っ 

る」

と
。(

i
b
i
d
.
,

 

p
.

 

1
7

2
,

ノo . 

. 

,

五

•
 
•
 

»

.

«

\
 

.

.

.

.

.

.
 
t

 

...  

1.

本
啬
の
成
，功
は
極
め
て
大
で
あ
つ
て
、
唯
り
.

一
千
七
百
八
十
八
^

•

に
至
る
ま
で
に
二
十
版
を
重
ね
た
ば
か
り
で
な
.
く
、
チ
ュ
ル
ゴ
オ
：

:

の
决
_

に
:4

亦
':
'
:
>輿
っ
せ
：ヵ
.
が
_

汐̂

''
'
°

厲
ッ
_

_

,

味
此
；：の.
#

御

が

粜

し

て

吹

表

に

，適

す

る

や

否

や

を

知

ら

ん

と

し

た

と

、

彼

れ

等

兩

者

の

•友

人

で

あ

つ

^

前

記

モ

ル

レ

ー

は

記

し

て

ゐ

る

。

之

れ

に

：
 

對

し

X

、

チ

ュ

ル

、ゴ

オ

は

「

ネ

ッ

ヶ

ル

は

其

の

欲

す

、る

所

の

も

の

を

出

版

す

^

を

得

可

き

^ .
軚

4

、

而

し

て

、
世

人

は

其

の

價

値

に

_

，い 

て

彼

れ

の

箸

作

を

判

斷

す

る

で

あ

ら

ぅ

」

と

、

に

べ

も

な

く

答

へ

た

と

言

ふ

こ

.
^
で

.あ
る
り
バ
シ
日

*

丨
モ
ン

(
B
a
c
h
a
u
m
o
n
t
、
、

ば

チ

ュ 

ル

ゴ

：オ

が

此

の

御

を

禁

lh
: b
'

よ

ぅ

と

し

た

-と

傅

へ

て

ゐ

る

が

、

之

れ

は

全

然

根

も

な

い

こ

と

で

あ

る

ら

し

い

。

檢

閱

官

は

此

の

書

を

檢
 

聞

し

.で
、
バ

其

の

詉

輦

句

: ^
削

除

し

^

が

.

チ

- :4

ず

を

：虫
#

し

ネ
：：

ル

■

窗

ネ*

*
の
#

爾

此
の
問
題
が
激
淸
を
伴
ふ

.<
1

と
な
く
し
，て

之

れ

を

判

斷

し

得

务

人

. ^

の
み
に
興^ '
を

厳

ぜ

し

む

可

き

更

ら

に

平

和

汝

る

時

機

を

待

っ

で
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0

ネ
，
.

沙
ケ
ル
枕
之
れ
に
答
へ
て
、
彼
れ
が
其
の
著
を
利
刷
者
に
交
付
し
た
の
は
1

ニ
月

十
ニ
日
で
：

あ
，っ
て
*

常
時
に
於
い
て
は
邀
も
毂
物
の
不
足
は
感
ぜ
ら
れ
て
居
ら
な
か
つ
た
、
湎
し
て
彼
れ
が
其
の
出
版
を
見
合
ず
可
き
こ
と
を
求

め
ら
れ
た
な
ら
ば
、
彼
れ
は
欣
ん
で
之
れ
に
.

從
つ
て
居
つ
た
で
あ
ら
ぅ
と
說
.

い
.
.
て
ゐ
る
。
而
も
.
、
チ
ュ
.
ル.
ゴ
オ
の
黨
與
の
中
に
は
、
ネ

%

ケ
ル
'を

以

っ

て

封

姨

的

特

權

の

剛

衝

な

る

支

指

潜

コ

ン

チ

ー
公

(
p

r
i

n
c

e
'

甘
.
0

1

)

の
代
®

と
難
ず
各
も
の
も
あ
っ
た
o

收
獲
は

膂
通
で
あ
っ
た
に
拘
ら
ず
*

價
格
は
速
か
に
騰
貴
を
始
め
、
冬
期
の
末
に
赴
く
に
連
れ
て
民
衆
の
叫
喊
趄
り
、
終
に
は
‘各
地
に
藜
動
を

.
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華
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